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１．打合せ
施工に当っては、設計図書の記載事項をよく読み、設計図書のブロックと

当製品との相違点等を協議して、発注者の同意を得てから施工して

ください。

2．基礎工
◦ 砕石や捨てコン、均しコンクリートの上に、基礎盤設置又は、

基礎コンクリートを打設します。

◦ 基礎盤を使用する場合は、レベルプレート等を使い高さ調整します。

※吊り金具は、デハアンカーを使用してください。

設置断面図（例）

3 / 7 ページ



３．ブロック築造
◦ ブロック築造に当たっては、ブロックの割付を計画してください。

◦ ブロックは基本A型の他に延長を調整する縦半B型、高さを調整する

横半C型、基礎として使用する基礎盤があります。

基本A型

縦半B型　・　横半C型

基礎盤
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◦ 水抜管の設置については、ノックアウトにより任意の位置に

施工できます。

◦ ブロックを吊り金具を使用して据付ます。

※専用の吊り金具使用し、確実に掛けてください。

◦ デハアンカー及び吊り金具に異常があった場合、危険ですので

直ちに使用を中止してください。

デハアンカー
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４．前面埋め戻し、裏込め材投入、中詰めコン打設
◦ 発注書を確認し、等厚～１分開きの裏込め材を、

ブロック背面に投入、転圧して下さい。

◦ 基礎盤と最下段のブロックとの一体化を図るため、中詰めコンクリートは、

同時施工としてください。

◦ 中詰めコンクリートは、ブロックの半分以上～2/3位まで打設し、

バイブレーターをかけてください。

◦ ２段目のブロックからは、必ず一段ずつ施工してください。

◦ 中詰め、裏込め施工時、必要によりサポートをとって下さい。

又、ブロックが動かないように注意してください。

写真（転圧）
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写真(ホッパー）

写真（バイブレータ）

５．目地施工
◦ 延長方向の目地は、地質地形の変化するところ、

かつ、10ｍ以内に設置してください。

施工写真： 有限会社　土居工業

令和６年度　道改第０８－２５－１号　県道上ノ加江窪川線道路改良工事
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